
米国とイスラエルによる
停戦破棄、虐殺再開糾弾!

■わずか１日で４００人以上を殺す
イスラエルのネタニヤフ首相は、１８日未明に突然ガザに対す

る全面攻撃の再開を命じました。北部のガザ市、中部のハンユ

ニス、南部のラファ等ガザ全土に全面的な攻撃、空爆、砲撃が行

われています。攻撃開始以来ガザ市は３０回以上の爆撃を受け

ました。初めの1日で４０４名の市民の死者（負傷者は562名）が

でるほど激しい攻撃を仕掛けています。SNS上には殺された赤ん

坊、子どもの写真があふれています。ラマダンを家族で過ごし、

停戦で一息ついていた人々を、イスラエルは突然地獄に突き落

としたのです。絶対に許せません。イスラエルは直ちに市民を虐

殺する攻撃をやめるべきです。 （写真は爆撃され燃えるガザ、SNSより）

■「ハマスのせい」はデマ、トランプが戦争再開にゴーサイン
多くのメディアは「ハマスが人質交換を拒否したから」というイスラエルの主張をそのまま流しています。とんでも

ない！責任は米国とイスラエルの側にあります。メディアのねじ曲げた報道は厳しく批判されるべきです。

停戦協定の第２段階に進むことを拒否し、代わりに人質交換だけの停戦延長を言い出したのはイスラエルです。

それは第2段階の①イスラエル軍の全面撤退、②恒久停戦＝戦争の終結を行わないためです。米国はグルになっ

て単なる「停戦の延長と捕虜・人質交換だけ」の案を再提案します。さらに３日前には米国籍の生きているイスラエ

ル兵士と兵士の死体４体の交換に合意しながら、その後恒久停戦につなげる交渉なら認められないと拒否しまし

た。そしてイエメンに対する大規模な攻撃を始めました。これを見てネタニヤフは攻撃開始にゴーサインを出したの

です。今度の攻撃は米国とイスラエルの合作・共犯で、開始の号令をかけたのはトランプです。なにが「戦争を終わ

らせる」なのでしょうか。

事実が示すのは、戦争の終結と平和を望んでいるのがハマスであり、停戦協定合意を破棄し、戦争と虐殺を再

開しようとしているのが米国とイスラエルだということです。米国とイスラエルは直ちに戦争をやめろ、市民を殺す

なの声こそ世界中から上げなければなりません。

■ 日本政府はイスラエル支持を止め、攻撃中止を要求しろ

日本政府が虐殺国家イスラエルを支持しているのは恥ずべきことです。米国とイスラエルに対して戦争＝大虐殺

を直ちにやめるよう要求させましょう。恒久停戦にさせるため、人道支援を実施させるためイスラエルに圧力をかけ

るよう要求しましょう。市民を虐殺するイスラエル支持をやめ、パレスチナ国家を承認するよう要求しましょう。イスラ

エル軍や軍事産業と協力し、軍事ドローンの輸入をやめるよう声をあげましょう。パレスチナの人々が民族解放を勝

ち取るまで連帯運動を続けましょう。一人一人の市民が声を上げることが大切です。SNSで声を上げることは誰で

もできます。日本の外務省や在日イスラエル大使館にメールやFAXをおくって私たちの怒りを伝えましょう。国際

的な市民の抗議と糾弾の声で包囲して虐殺をやめさせなければなりません。

攻撃をやめろ！ これ以上市民を殺すな！

リブ・イン・ピース☆９＋２５
https://www.liveinpeace925.com Email; info@liveinpeace925.com 2025年 3月 19日



戦争をやめるまでボイコットでイスラエル協力企業に圧力を！

行動しよう！万博にイスラエルを呼ぶな！土地の日に連帯しよう！

3月14日、合計13510筆

を万博協会に提出し、

イスラエルの招へいに

抗議しました。

イスラエルは大虐殺をやめろ！ 抗議の声、要請を届けよう

停戦協定破棄を糾弾します！ 直ちに大虐殺をやめろ

在日イスラエル大使館 infomation@tokyo.mfa.gov.il / consular@tokyo.mfa.gov.il

在日米国大使館 在日米国大使館のFaceBook U.S. Embassy Tokyo からメッセージをおくる

日本政府はイスラエルに大虐殺中止を要求しろ

首相官邸 首相官邸ホームページより「ご意見・ご感想」コーナーから送る

外務省 外務省ホームページから「御意見・御感想」コーナーから送る


